
別紙２ 

異文化理解促進プログラム協力講師 自己紹介 

※公開可能な内容のみ記載ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
名前：アコビ  オラエミ  リドワン 

職業：経済・金融 

所属：広島大学 

専門分野：事業開発 

日本語レベル：初級 

英語レベル：英語ネイティブスピーカー 

出身国や外国で過ごした経験について教えてください： 

 

私の名前はオラエミで、西アフリカに位置する活気に満ちた多様な国、ナイ

ジェリアから来ました。ナイジェリアは、世界で最も人口の多い黒人国家で

あることから、しばしば「アフリカの巨人」と呼ばれています。首都はアブ

ジャです。 

ナイジェリアは、400 を超える民族が暮らす、文化の多様性にあふれた国です。

3 大民族はヨルバ、イボ、ハウサである。植民地支配の歴史を反映し、公用語

は英語ですが、ナイジェリア全土で 400 以上の異なる言語が話されています。 

宗教的にもナイジェリアは多様性に富んでいる。正式な宗教はありませんが、

人口はイスラム教とキリスト教にほぼ均等に分かれており、アフリカの伝統

宗教を信仰している人もいます。 

通貨はナイラです。最高額面は N1000、最小額面は N5 です。 

私は 2022 年に日本に来るまで 28 年以上ナイジェリアに住んでいました。日

本に来てから、素晴らしく親切な人々に温かく迎えられました。日本での生

活は豊かな経験で、文化を学び、新しい友人を作ることを楽しんでいます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島の児童・生徒たちにどんなことを学んでほしいですか： 

 

自分の経験を生徒たちと分かち合えることに興奮しています！私の美しい

国、ナイジェリアについて学んでほしいのです。ナイジェリアの豊かな文化、

おいしい食べ物、たくさんの言語について話します。 

また、ナイジェリアと日本の違いや共通点についてもお話ししたいと思いま

す。例えば、伝統的な服装は大きく異なりますが、どちらの国も尊敬と家族

を大切にしています。このような違いや共通点を理解することで、互いの文

化をより理解することができます。 

私は異文化理解プログラムに貢献したいと思っています。異文化について学

ぶことは、友情を育み、互いを尊重することにつながります。 

 

自己紹介を自由に記載してください（写真などもお使いください）： 

 

 


